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　　舟形調剤薬局では百歳体操後に多剤
服用とかかりつけ薬局についてお話させ
ていただきました。
高齢になると病院を複数受診される方が
増え、それに伴い薬の量が増えていきま
す。薬が増えることでお薬の飲み間違え
や過量服用、副作用が起きる可能性が高
くなり、体に悪い影響を与えることがあ
ります。もしかしたら体調が悪いのは年
のせいではなく、薬を必要以上に飲んで
いるからかもしれません。
お薬の飲み間違えや過量服用、副作用を
なくすためにはかかりつけ薬局を決める
ことです。
かかりつけ薬局とはお薬をもらう薬局を
一つに決め、複数の病院の薬を一つの薬
局で管理することで薬の飲み合わせや重
複を防ぐことができます。一つの薬局に
決めることで必要以上に薬を飲むことが
減り、安全にお薬を飲むことができます。

「わたし飲んでいる薬の量が多いかもし
れない。」を感じたらかかりつけ薬局を
決め、薬の整理をしてもらいましょう。
講話後に健康相談、お薬相談をさせてい
ただきました。お薬手帳を見せていただ
くと複数の病院を通院されている方が多
く、病院の目の前の薬局を利用されてい
ました。かかりつけ薬局のお話をすると
「舟形の薬局でもらおうかしら。」「私
は舟形の薬局がかかりつけです。」など
ありがたいお言葉をいただきました。ま
た、普段薬局で聞けないことやお薬の飲
み方や副作用、飲み合わせについてたく
さんお話を聞かせていただきました。
舟形調剤薬局は舟形町に一つしかない薬
局で舟形町民のお薬や健康についてサ
ポートしています。他の薬局でもらって
いる薬や健康についていつでも相談に乗
りますので気軽に足を運んでください。
お待ちしております。
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　皆さんは多職種連携という言葉をご存知
でしょうか。厚生労働省では「要介護状態
となっても住み慣れた地域で自分らしい暮
らしを人生の最後まで続けることができる
よう、住まい・医療・介護・予防・生活支
援が一体的に提供される地域包括ケアシス
テムの構築」を推進しています。しかし、
日本では高齢化が進み医療ニーズが多様化
しており、当然、一つの専門職が多様な
ニーズに対応することは難しいです。そこ
で必要なことが多職種連携です。多職種連

携とは、患者様の
ニーズに合わせた
適切な医療・介護
を提供するために、
医師、看護師、薬
剤師、栄養士、ケ
アマネジャー、

様々な専門職が専門性を発揮して連携する
ことなのです。では、多職種連携における
薬剤師の役割とは何でしょうか。
年齢を重ねていくと、飲んでいる薬の数が
段々と多くなっていくかと思います。薬の
数が多くなってくると、飲み合わせが不安
になったり、薬の管理が大変になったりし

ませんか。そんな時薬剤師は、薬の飲み合
わせを確認したり、薬の管理をサポートす
ることができます。また、患者様や他職種
から得た情報をもとに、必要に応じて薬の
内容の変更や数を減らす提案を行います。
それにより患者様に
適切な医療を提供す
るだけでなく、看護
師や介護者の負担を
軽減することができ
るのです。皆さんが
抱える薬に関する問題点を解決することが、
薬剤師の大きな役割です。
地域包括ケアシステムを構築するために多
職種連携が必要ですが、地域包括ケアシス
テムでの薬剤師の役割として薬以外で大切
なことがあります。それは、医療・介護の
窓口としての役割です。健康、栄養、介護
等の相談が気軽にできる身近な存在が薬剤
師だと思います。相談を受け、その場で回
答するだけでなく、医療機関やケアマネ
ジャーに繋ぐといったことも行い、病気の
予防、健康維持をサポートいたします。
　何か相談事があれば、かかりつけの薬
局・薬剤師にぜひご相談ください。
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